
時間の節約
　板書の時間を省い

て生徒への声かけを重視するこ
とで、生徒一人一人の様子をよ
く見ることができるようになり
ました。

ICT活用の現
い

在
ま

を訪ねる
－取材編－ 電子黒電子黒板の２画面切り替えで

生徒への目配りを大切にする「地理」の授業
今回は、2025年12月に、女子美術大学付属高等学校・中学校の中学１年の社会科「地理」の授業（単元：南アメ
リカ州）を訪問！ 担当の近
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藤
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千
ち

鶴
ず

先生は、充実したICT環境を活かし、教室をまわって生徒の様子を見ながら活気
あふれる授業を展開していました。

｜｜学校のICT環境は？｜｜
　東京都杉並区にある女子美術大学付属高等学校・中学
校では、教育プラットフォーム「Classi」、２画面表示機
能のある電子黒板「ワイード」（以下、電子黒板）が完備
され、近藤先生はiPad２台とApple TV２台、生徒は
iPadを１人１台持っています。先生は指導者用デジタル
教科書「社会科 中学生の地理」（以下、デジタル教科書）を、
生徒は授業中や課外でオンライン学習プラットフォーム
に配信される「デジタル問題集※」を活用し、社会科の学
習を進めています。

｜｜ないでーす！
ないでーす！｜｜

ペルー料理を
食べたことがある？

２台のiPadを使い、教室前方に投影される２画面
の表示をスムーズに切り替えている。▶

▶電子黒板の左にデジタル教科書の図を拡大し、右には
オリジナルのスライドを表示。

▶デジタル教科書に収録されて
いる 動画 を見せ、高地の暮らし
をイメージできるようにしている。

▶すでに学習したページを参照。
学習時の強調表示も履歴として
残っている。

▶ 焼畑農業のサイクルを アニ
メーション で見せ、流れを順に
説明している。

（１）ICT機器の活用で先生と生徒のやりとりが活発に
　近藤先生は、基本的に板書はせずに、２台のiPad
と電子黒板とをリンクさせ、２画面のうち左はデジタ
ル教科書や動画、右はオリジナルのスライドを表示し、
テンポよく切り替えながら授業を進めています。電子
黒板の左では、デジタル教科書の文章や図などを大き
く表示し、その場で丸く囲んだりマーカーを引いたり
して、生徒に着目させたいところを強調していました。
また、既習の内容が出てくると、デジタル教科書の機
能を使って、すぐにデジタル教科書の該当ページに飛
んで振り返ることができるようにしていました。
　ICT機器を活用することで、先生は常に教室をま
わって生徒の様子に目を配り、生徒と活発にやりとり
していきいきと授業をしていました。

 授業はどんな様子だろう？　

POINT

部分サンプル
この教科書は、これからの日本を担う皆さんへの期待をこめ、税金によって無償で支給されています。
大切に使いましょう。

・特別支援教育やユニバーサルデザイン（UD）の観点
から、色覚特性に配慮した色づかいとなるよう工夫
しています。また、見やすく読み間違えにくいユニ
バーサルデザインフォントを採用しています。

・軽くて耐久性に優れた再生紙を使用し、ライスイン
キで印刷しています。

●この教科書の編集にあたっては、以下のような工夫・
　配慮をしています。

ここに
QRコード
が入ります

左のQRコードを読み取ると、本書の内容に関連
するコンテンツを利用することができます。
詳しくは、本体の巻頭６をご覧ください。

QRコードを

使おう

●コンテンツと内容

写真で眺める（学習の見通し）「写真で眺める」に関するコンテンツ
学習を振り返ろう 「学習を振り返ろう」に対応するワークシートや一問一答

アクティブ地理 「アクティブ地理」に対応するワークシートやリンク集
図解アニメーション 地理で習得したい技能を動画で解説するコンテンツ
用語解説 用語の定義や意味を確認できるコンテンツ
NHK for School NHK for School のリンク集を単元ごとにまとめたコンテンツ
他分野教科書リンク 関連する他分野の教科書紙面を閲覧できるコンテンツ
統計資料 日本、世界の主な統計を確認できるコンテンツ

思考ツール・白地図 巻頭 9の思考ツールの動画解説とデータ、白地図データへのリンク

地域見える化GISジオグラフ さまざまな統計データを地図上にグラフで表示できるGIS教材

小学校の振り返り（クイズ付き） 地図に関するクイズと都道府県や国の情報

教科書を活用した学び方 巻頭 5の教科書の活用方法の動画解説

リンク集 学習に活用できるウェブサイトへのリンク集
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授業研究 地 理

　デジタルか紙か、という議論がありますが、
地理教育の本質は変わりません。地図帳を広
げ、統計データを読み解く地道な作業は、こ
れまでも私たちが大切にしてきたものです。
今、その手段としてデジタルとアナログの両
方を手にできるようになったことに、大きな
意味があります。
　大切なのはツールの導入そのものではなく、
それによって生徒の学びがどう深まるかです。
目的や課題に合わせて、自ら道具を選び使い
こなしていく。この「選択肢の広がり」こそ

が、主体的な学びを支える鍵となります。
　中学生という多感な時期、子どもたちは周
囲と同じであることに安心感を抱きがちです。
しかし地理という学問は、「地域が違えば文
化が違うのは当たり前」だと教えてくれます。
それは「人間も一人一人違って当たり前」と
いう個の尊重につながります。自分の考えを
大切にしながら、他者の意見とも丁寧に向き
合い、すり合わせていく。そんな「違い」を
認め合える感性を、教室で育んでいきたいと
考えています。

（２）生徒は紙とデジタル両方のツールで
　生徒が授業で使用するのは、主に紙の教科書とワークシート
を貼ったノート、iPadの３つです。iPadは、統計データなどを
調べる時やデジタル問題集に取り組む時に使用されています。
　近藤先生は、生徒の理解をより深めるために、予習、単元の
終わりの時間の授業中、テスト前の合計３回デジタル問題集に
取り組ませることを目標にしています。教師用管理画面で、生
徒の取り組んだ回数や知識の定着度が見えるので、点数だけで
はなく、「あんなにやっていたんだね」「すごいね」など頑張った
態度を褒めて、生徒の意欲を引き出すようにしているそうです。

▶中学生という発達段階
に合わせてワークシート
は手で書かせている。

電子黒板に表示されたワークシート
の問いに答える生徒。▶

近藤 千鶴 先生
教員歴：19年
中学校、高校の地理を担当
専門：地理教育／開発教育実践

▶デジタル問題集の画面。

デジタル問題集の解答は、手書き
でもタイピングでもOKとしている。▶

インタビュー「近藤先生が地理の授業で大切にしていること」・・・・・・

生徒へのアンケート　デジタル教材の活用について、生徒にうかがってみました。

設問３

▲

 デジタル問題集 で
　　　　勉強の仕方は変わった？

設問２

▲

 デジタル問題集 の
　　　　良いところは？

設問１

▲

指導者用 デジタル教科書 を使った
　　　　授業の良いところは？

36％　動画を
　　　　見ることが
　　　　できる

32％　何回も
　　　　繰り返し解ける

　　　　苦手な問題の傾向が
30％　わかり克服しやすく
　　　　なった

33％
文字も図も
大きく映せる

30％

予習・復習・
テスト勉強ができる

28％

予習・復習・
テスト勉強がやりやすくなった

紙の教科書にない 16％
資料を見ることが
できる

端末があれば 25％
どこでも
取り組める

教科書の内容が 21％
身についている
と感じる

他のページの資料をすぐに
見ることができる  　13％

手書き入力が
できる　　13％ 何回も問題を

解くようになった　17％

その他 その他 その他

・教材が大きく映るから便利！
・注目してほしい部分が伝わりやすい

・何ができて何が足りないのか分かりやすい
・自分で採点する時間を省ける

・資料の読み取り問題があるから、グラフや資料に
　しっかり目を通すようになった
・問題の傾向から答え方が予測できるようになった

部分サンプル

公平で正確な
統計データ

　中学生という発達段階を踏まえ、不正
確なデータや膨大な情報量に惑わされな
いよう、出典が明確な帝国書院Webサイ
ト「社会科調べ学習用 統計データ」などの
データを提示するようにしています。

POINT

……… 生徒の声 ……… 生徒の声 ……… 生徒の声

回答者数：97人

回答総数：169件（複数回答）
回答総数：238件（複数回答）回答総数：228件（複数回答）

※上記３つのグラフの構成比は四捨五入しています。
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